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題目  Antoine Compagnon の文学理論

 [授業の概要・目的]
モンテーニュ、ボードレール、プルースト、ロラン・バルトなど、フランス文学を縦横に論じるア
ントワーヌ・コンパニョンは、文明批評家であると同時に、文学批評の方法論や文学理論のあり方
についても多くを書いた論客である。本講義では、文学理論家コンパニョンに焦点をあて、この分
野での彼の寄与を検証したい。

 [授業計画と内容]
本講義でおもに扱うのは、Antoine Compagnon の以下の著作である。
La Troisième Rébublique des lettres, de Faubert à Proust (1983)
Les Cinq paradoxes de la modernité (1990)
Le Démon de la théorie. Littérature et sens commun (1998)

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・基準]
平常点とレポート

 [教科書]
教科書はない。資料は適宜コピーして配布する。

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

（その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等））
特にない。

※オフィスアワー実施の有無は、KULASISで確認してください。


